
来待石 石灯籠・春日形（5尺）

約笠径φ52×Ｈ153cm/160kg
01（50060）　　    

来待石 石灯籠・丸雪見形（2.5尺）

約笠径φ79×Ｈ113cm/230kg
03（50061）　　    来待石 石灯籠・丸雪見形（3.5尺）

約笠径φ110×Ｈ157cm/650kg　
02（50062）　　    

来待石 道しるべ 棒形（3尺）

約20×20×Ｈ113cm/80kg
※高さは埋め代も含む　

08（50067）　　    
来待石 角型置灯ろう
04（50063） 1尺    約32×32×Ｈ42cm/30kg　　    
05（50064） 1.3尺  約41×41×Ｈ50cm/50kg    

来待石 丸型置灯ろう
06（50065） 1尺    約笠径φ34×Ｈ41cm/30kg　    
07（50066） 1.3尺  約笠径φ40×Ｈ49cm/60kg　

＊　　　　　この頁の商品は運賃別途お問合せください。運賃

出雲石灯ろうの原石として使用されている来待石は
島根県松江市宍道町来待地区を中心に産出する凝灰質
砂岩です。江戸時代には、北前船によって全国にその
名が広まり、松江藩 (島根県東部 ) にとって収益となる
石材であるため他藩への持出しが許可制にされ、
「御止石」と呼ばれるほど珍重されました。
灯ろうや狛犬・彫刻品・建材などに使用されており、
現在でも日本全国へ出荷しています。

出雲石灯ろうは、石製品として初めて経済産業大臣
（旧通商産業大臣 ) 認可の伝統的工芸品に指定されまし
た。原石の粒子が緻密なため、気品高く優美な作品が
でき、色彩が良いうえに早く苔がつくため自然とよく
調和します。さらに、耐久性・耐寒性・耐火性に優れ、
江戸時代初期の作品も現存しています。
熟練工の手で一品一品入念に製作された石灯ろうは、
種類も豊富で島根県の代表的な地場産業の一つとなっ
ています。

来待石（きまちいし）とは 出雲石灯ろうとは
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